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日本プライムリアルティ投資法人 第２期（平成14年12月期）決算概要 

� 第２決算のポイント 
 

※金額については、百万円未満切り捨て 
 

� 第３期運用状況の見通し 
 

※上記には、今後の新規物件購入収益は含んでいない。 

 

� 投資口の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 本投資法人の特色である、商業施設・地方物件

が高収益をもたらしたことと、ローコスト運営

が高い収益を示現 
 第２期 

 平成 14 年 7 月 1 日 

 平成 14 年 12 月 31 日 

  営業収益 ４，９７２百万円

  経常利益 ２，００２百万円

  当期利益 ２，００１百万円

   一口当たり分配金 

（第１期決算発表時予想値） 

   ６,９１２円 

  （６,５００円） 

  総資産額 １０６,５７８百万円

  純資産額 ５８,９８３百万円

� 新規物件取得（外部成長）と経費削減（内部成

長）で、当期利益は第１期実績及び第１期決算

発表時の第２期予想数値を大きく上回り、分配

金は６,９１２円と６.３%増 

� 新規取得物件は、｢新横浜第二センタービル｣の

９.２億円、｢ＳＫ広島ビル｣の９.５億円と既保

有の「新麹町ビル」の区分所有権買増５.５億円

の３案件で約２５億円 

� 経費削減は計画(年率３％)を上回る４.７％ 

 

 
 
� 第３期は資産規模拡大の時期と認識 

 第３期 

平成 15 年 1 月 1 日 

平成 15 年 6 月 30 日 

  営業収益 ４,８９５百万円

  経常利益 １,７５３百万円

  当期利益 １,７５２百万円

１口当たり分配金 ６,０５０円

� 新規物件取得のペースアップにより、今年末に

資産規模１,５００億円を達成する 
� 第１期、第２期での経費削減効果が継続 
� 第３期経費削減計画は年率３％ 
� ２００３年問題、景気停滞継続による企業のリ

ストラ、合併・統合の影響で空室率増加が見ら

れているが予想の範囲内 
� 昨年取得した物件の固定資産税等の経費化は減

益要因 
 
 
 
 
 

 
� 投資口数ベースでは、金融機関、外国投資家

の比率が上昇する一方、個人投資主、一般事

業会社、の比率が減少。 
� 新たに大口投資主として、マスタートラスト

業務を行っている「日本トラスティー・サー

ビス信託銀行」が登場。 
� 個人投資主数は１２千人と依然高い水準。 
� 個人投資主の売却が、金融機関、機関投資家

の新規取得分に回った形での好循環の流動

性が示現。 
 
 
 


